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木

下

議

員

名
古
屋
市
議
会
で
木
下

図̈
る
同
市
の

「ト
ワ
イ
ラ

一た
」
と
の
声
が
上
が

っ
て

優
議
員
は
、
小
学
校
の
放

イ̈
ト
ス
ク
ー
ル
」

（放
課

い̈
る
こ
と
を
紹
介
。
放
課

課
後
に

一
部
教
室
な
ど
を

後̈
学
級
）
を
、
市
内
の
特

後̈
学
級
を
導
入
す
れ
ば
保

解
放
し
、
異
学
年
交
流
や

別̈
支
援
学
校

（４
校
）
で

護̈
者
の
心
身
の
負
担
軽
減

地
域
で
の
世
代
間
交
流
を

も̈
実
施
す
る
よ
う
求

め

に̈
も
つ
な
が
る
と
主
張
し

の
３
倍

以

め̈
、
復
職
ま
で
の
支
援
策

一い
て
県
当
局
の
対
応
を
た

者̈
が
治
療
前

の
３
倍
以

め̈
、
復
職
ま
で
の
す

一
　

〓
■
■
■
■
・
　

　

上̈

（
２３
人
か
ら
７９
人
）

強̈
化
な
ど
も
取
り

上̈

（
２３
人
か
ら
７９
人
）

強̈
化
な
ど
も
取
り
上
げ

嚇

腋̈
一
『
）
一
一
摯
一
」
轟

一̈
一

Ｍ
に
勝
』
牲
謝
肛
一

　̈
ま
た
、
民
間
医
療
機
関

¨
・
県
福
祉
保
健
部
長
は
、

だ
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
う
つ
病
デ
イ
ケ
ア
事
業
「
あ
る
認
知
行
動
療
法
の
普

河
野
議
員
は
、
作
業
療

も̈
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

及̈

・
啓
発
に
努
め
る
と
と

法
と
集
団
認
知
行
動
療
法

と̈
し
、
自
殺
対
策
と
し
て

も̈
に
、
う
つ
病
医
療
体
制

の
併
用
で
画
期
的
な
成
果

¨
の

「う
つ
病
サ
ロ
ン
」
の

の̈
充
実
に
全
力
を
尽
く
し

を
上
げ
て
い
る
沖
縄
県
立

¨
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
を
含

た̈
い
」
と
答
え
た
。

子
ど
も
の
母

親
か
ら

「精

神
的
な
ゆ
と

り

が

で

き

一也
議
員
は
、
自
殺
増
加
の

タ̈
ー
で
は
、
約
２
年
間
の

　̈
ン」
の
ほ
か
、
増
加
傾
向

微̈

「
き

裁
摯
嗣
マ
燎

策 っ
に
「

柵̈
鉄
欲
腋
洵
ど
赫
Ⅷ
艦
詢

一」
賜
議
は
潮
暉
“
緋
榊

の
。研

修
会
で
は
小
野
寺
初

正
県
副
代
表

（県
議
）
が
、

保
健
所
機
能
を
・

公
明
が
推
進
利
便
性
（

青

森

市

は

今

年

度

か

ル
に
狂
詢
疎
で

しヽ 市
紳
脱
働

所
機
能
を
市
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー

・
元
気
プ
ラ
ザ
に

集
約
し
、
効
率
的
な
業
務

や
市
民
の
利
便
性
向
上
に

努
め
て
い
る
「
市
議
会
公

明
党

（柴
田
久
子
幹
事
長
）

は
こ
の
ほ
ど
ヽ
利
用
状
況

を
視
察
し
た
。

障がい者芸術の振興へ意見交換する石川氏 (正面左)ら

障
が
い
者
芸
術
の
振
興
へ

Ｍ
酬
車
い
す
ダ
ン
ス
公
演
を
視
察

公
明
党
の
石
川
博
崇
参

院
議
員
は
こ
の
ほ
ど
、
大

阪
市
浪
速
区
の

「
リ
バ
テ

ィ
お
お
さ
か
」
で
行
わ
れ

た
「車
い
す
ダ
ン
ス
公
演
」

を
視
察
し
、
関
係
者
と
意

見
交
換
し
た
。
こ
れ
に
は

公
明
党
の
佐
々
木
哲
夫
市

議
も
参
加
し
た
。

主
催
し
た
の
は
、
市
民

団
体

「ジ

ェ
ネ
シ
ス
オ
ブ

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」

（坪
田
建

一
代
表
）
。
車

い
す

イ

ン

ス
を

通

じ

て

「障
が
い
の
あ
る
人
と
、

な
い
人
の
共
通
の
生
き
が

い
を
創
造
」
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
お
り
、

年
１
回
の
公
演
は
今
回
で

７
回
目
を
数
え
た
。

同
団
体
に
は
、
車
い
す

ダ
ン
ス
の
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
に
食
い
込
む
ダ
ン

サ
ー
も
所
属
。
健
常
者
と

共
に
展
開
す
る
躍
動
感
あ

る
社
交
ダ
ン
ス
や
、
独
創

的
な
創
作
ダ
ン
ス
で
観
客

を
魅
了
し
た
。
　

　

，

公
演
終
了
後
、
石
川
氏

ら
は
ダ
ン
サ
ー

一
人

一
人

に
声
を
掛
け
激
励
。
意
見

交
換
の
場
で
は
、
坪
田
代

表
ら
が

「障
が
い
者
芸
術

は
現
状
、
福
祉
分
野
に
と

ど
ま

っ
て
い
る
。
生
活
で

き
る
仕
事
と
し
て
の
価
値

,タザξt量

鴇業

イゞ
ムた

幻

大阪市

が
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
石
川
氏
は

「素
晴
ら
し
い
公
演
に
感

動
し
た
。
障
が
い
者
芸
術

の
振
興
を
め
ざ
し
、
し

っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
答
え
た
。

有
権
者
比
１
％
を
達
成

麟
刷
働
節
７
年
連
続
８
回
目
の
快
挙
党大阪・
美原支部

堺
市
美
原
区
で
活
動
し

て
い
る
公
明
党
大
阪
府
本

部
美
原
支
部

（筒
居
修
三

支
部
長
＝
市
議
）
の
１２
月

度
の
公
明
新
聞
実
配
部
数

が
３
６
４
部
と
な
り
、
有

権
者

（３
万
１
７
２
５
人

＝
‐２
月
２
日
現
在
）
比
で

１
・
‐４
％
を
達
成
。
２
０

０
５
年
に
旧
堺
市
と
旧
美

原
町
が
合
併
し
て
以
来
、

７
年
連
続
８
回
目
の
快
挙

と
な
っ
た
。

同
支
部
は
、

１２
月
の
実

配
部
数
の
有
権
者
比
１
％

を
め
ざ
し
、
毎
月
着
実
に

と
語
り
な
が
ら
、
地
道
に

地
域
内
の
友
人
に
購
読
を

訴
え
拡
大
す
る
な
ど
、
闘

い
を
け
ん
引
し
て
き
た
。

北

口
直
哉
副
支
部
長
、

成
瀬
久
美
子
支
部
女
性
委

員
は

「１
％
達
成
が
定
着

し
て
き
た
。
今
後
は
、
さ

一
”
『
魏
議

¨
ょ
癬
教
れ

筒
居
支
部
長
は

「次
の

戦

い

に

備

え
、
公
明
新

間
の
購
読
推

進
を
党
勢
の

歌
大
に
つ
な

調嵯
てとは

だ
。
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